
１　はじめに
英語教師に必要な資質について調査を始め

てから多くの卒業生と現役生がアンケートや
インタビューに協力してくださった（渡辺・
秋山・大場、2019：秋山・渡辺2022）。研究
テーマの一つは、初志貫徹し英語教師になる
学生もいればそうでない学生もいる。この２
つのグループの違いは何か？もしあるとした
ら何が違いで、その要因は何か？など、学生
時代の過去を振り返ってもらいその結果を元
に筆者は教師の資質について調査をしてきた。

筆者が作成したチェックリストは英語教師
になった卒業生の経験に基づいて作成された
もので理論的な側面が欠けている。また異文
化への関心やグローバルの中での英語の必要
性など英語教師に特有なものに注意が、もっ

と広い対象とする特質に目を向けてなかった
と言える。

ここ数年心理学の分野で注目を浴びている
理論が２つある。ひとつはMindset理論とも
う一つはGRIT理論である。この二つの理論
は直接教師の資質とは関係ないものの「人が
成長する力・達成する力」を測る物差しとし
て注目を浴びている。詳しくは後述するが、
二つの理論が、目標や夢がある人が達成する
特質のようなものを対象とするならば、我々
の自己チェックリストに取り入れることにそ
れほど問題はないと思われるが実際に学生の
協力を得て検討する必要がある。

本研究の目的は２つの理論を取り入れた新
チェックリストは英語教員を目指す学生に適
切なのか、そして適切でないならばどのよう
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に改善することができるのか？などこれから
起こりうる課題を検討し改善することである。

　　　　
２　Mindset 理論とGrit 理論

ここではまず各理論を簡単に述べ英語教師
の資質に応用可能なのかを検討する。

Mindset理論と質問項目
Mindset とは心の持ち具合・考え方の傾向

を指している。Dweck（2017）によれば、
自分の能力（知能）をどのように捉えるかに
よって人は大きく分けられ、一つはgrowth 
mindset（成長マインドセット） とそして
fixed mindset（こちこちのマインドセット）
に分けられるという（Dweck, 2000）。その
分岐点は自分の知能は努力次第で伸ばすこと
ができるかどうか、又、困難にあったときに
心配を恐れず立ち向かうのかそうでないのか
で決まってしまう。自分の能力は努力すれば
するほど伸び、失敗は成長する糧と考える人
を「成長マインドセット」と呼び、ポジティ
ブ思考と似ている。一方自分の能力は限界が
あり失敗したのは自分の力不足だからとネガ
テイブ思考の傾向がある人を「こちこちのマ
インドセット」としている（ドゥエック, 
2008）。

Mindset理論は苦しい場面になったときに
どちらかのマインドセットになるか顕著にな
る傾向がある（Dweck, 2017）。Mindsetの質
問項目は下記の６つである。二つのグループ

（1, 2, 6と3, 4, 5）に分けられている。ここで
注意しなくていけないのは前者のグループの
質問に「そう思う」に回答すると自分の能力
は生まれつき固定していると考える人でそれ
以上伸ばすことはできない、こちこちのマイ
ンドセット傾向のある人である。一方、後者
にそう思うと回答した人はポジティブな思考
の持ち主で能力は努力次第で伸びると考える
傾向がある成長マインドセットの人である。

１．知能は人間の土台をなすものでそれを変
えることはほとんど不可能である。

２．新しいことを学ぶことはできても知能そ
のものを変えることはできない。

３．知能は現在のレベルにもかかわらずかな
り伸ばすことができる。

４．知能は伸ばそうと思えばいつでも相当伸
ばすことができる。

５．失敗してつまずいたときもっと頑張ろう
と思う。

６．私の知能はある程度決まっているので変
えることができない。

Grit理論と質問項目
Grit 理論はDuckworth （2018）によって提

唱された理論である。Mindsetと同様に教師
であったDuckworthが粘り強く頑張る生徒
とそうでない生徒の差は何かに興味を持ち大
学院に入って研究し続けて到達したのがGrit
である。

Gritは造語で４つの英語の頭文字をとった
ものである。Guts（闘志）、Resilience（粘り
強さ）、Initiative（自発）、Tenacity（忍耐）
の4つの頭文字をとった言葉で、メインの構
成は「情熱」と「耐えぬく力」でやり抜く
力のことを意味する （Duckworth, Peterson, 
Matthews, & Kelly, 2007; Duckworth & 
Quinn, 2009）。具体的な質問項目は以下のよ
うに８の質問から構成されている。８つの質
問項目で奇数の質問にそう思うと回答し、偶
数にそう思わないと回答した場合はGrit力が
乏しいとなる。なぜならば、奇数番号は「諦
めてしまう形の」質問で、また偶数番号は

「最後までやり抜く形」の質問になっている。
このように質問をみると奇数と偶数が対比に
なっているため回答者の中には気づく可能性
も否定できない。

１．新しいアイデイアや計画を思いつくと以
前の計画から関心がそがれる。
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２．私は困難にめげない。
３．いったん目標を決めてから、後になって

別の目標に変えることがよくある。
４．頑張りやである。  
５．終わるまでに何ヶ月もかかる計画にずっ

と興味を持ち続けるのは難しい。
６．始めたことは何であれやり遂げる。 
７．物事に対して夢中になっても、しばらく

するとすぐに飽きてしまう。
８．勤勉である。

　
二つの理論に共通していることは非認知能

力を対象にしていることである。いわゆる知
能や学力とは違う能力で、「困難にあったと
き自分を鼓舞し決して諦めない」能力を対象
としている。マインドセットは知能に対して
どのように考えるのかと自分の能力に対して
の考えを尋ねる質問が多くどのような思考の
傾向があるかを測っている。一方Grit理論は
やり抜く力、困難にあっても最後まで頑張り
続ける力を測っていると言ってもいい。つま
り二つとも、目標を成功する人に共通する特
徴としてよく言われる「諦めない人」「情熱
を持っている人」と「粘り強い人」、を対象
としていることから、旧自己チェックリスト
に取り入れることは大きな問題ではないと言
えるかもしれない。

３　研究課題と研究方法
2022年１月にMindset理論とGrit理論を問

診票に加えた「自己分析チェックリスト」を
作成した。同チェックリストは１. 教師にな
ろうとした頃、２. あなたの教師に対する考
えについて、３. あなた自身について、４. 自
分自身の振り返りの４つの項目から成り、そ
れぞれに関連する質問から構成されている。

（参考資料１）
研究協力者については表１の通りである。

この調査には英語教師を目指す学生が多い２
つのゼミが参加した。（すべてデータは研究

当時の情報である。）内訳はＡグループ（秋
山ゼミの学生）は４年生11人、３年生９人、
計20人でＷグループ（渡辺ゼミの学生）も４
年生、３年生共、同数の20人で計40人の学生
がこの研究に参加した。

Ａグループ、Ｗグループに「自己分析チェ
ックリスト」をパイロットとして約10分間で
回答してもらった。回答直後に２－４名でチ
ェックリストの項目について回答した感想、
また改善点等について約10分の話し合いをし
てもらった。Ａグループは３年生、４年生共、
４つのグループに、Ｗグループは３年生、４
年生共、３つのグループに分けられた。学生
の承諾後、話し合いは録音され、書き起こし
がなされ、合計14グループのデータが得られ
た。グループ名は初めのアルファベットは研
究者の姓（秋山はＡ、渡辺はＷ）、次の数字
は学年、Ｇはグループ番号をそれぞれ示して
いる。（表１）。「自己分析チェックリスト」
の個々の回答については結果１で、話し合い
のデータ分析は結果２でそれぞれ述べられる。

秋山 渡辺
学
年 ４年生

グ
ル
ー
プ

A4
G1

A4
G2

A4
G3

A4
G4

W4
G1

W4
G2

W4
G3

人
数 2 2 2 3 4 3 4

学
年 3 年生

グ
ル
ー
プ

A3
G1

A3
G2

A3
G3

A3
G4

W3
G1

W3
G2

W3
G3

人
数 2 2 3 2 3 3 3

表１：インタビューの参加グループ
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４　分析結果
4.1　分析（１）量的分析結果
チェックリスト「自身について」の質問項目
分析）

ここではチェックリストの「自身につい
て」を分析する。教師になりたいと思った時
期は小学校から高校前半と回答している。平
均を見ると両グループとも中学時代（13歳と
14歳）とほぼ一致している。きっかけは約80
％の学生が関わってくれた教師の影響である、
と回答した。具体的には担任・部活・教科の
先生から影響とし、残りは両親が教員である
ことなどが影響となった。その他は英語に興
味があったと、子供が好きだからという回答
もあった。

質問項目の課題は質問の曖昧さで「最
・ ・ ・

初の
教
・ ・

師になるきっかけ」を回答者に尋ねる質問
ならば適切かもしれないが、教師と英語の教
師と区別するならば二つ質問にする必要があ
るかもしれない。

次に振り返りでは下記のようにこの自己チ
ェックリストが「（自分を）気づく」きっか
けになったようなコメントがあった。

私は教員というものにたいして強い憧れ
や信念をもっているもののその憧れと自
分の気持ちが合ってないと感じた。（A1）

教員を目指すようになったきっかけは早
く、また教員の行っていた授業内容に関
してであったが、高校・大学での学習の
中で実力不足を痛感することが多くなり、
努力することよりも他の興味（就職希望
の分野）に移ってしまった。（W1）

一方、教師に悩んでいる素直な感情を表現
する学生もいた。

教員になりたい気持ちが最近弱い。自分
がどうしたいのかわからず、その先も計
画が立てられない。先生という職にあこ
がれたのか、その人自身に憧れたのかが
問題？（A2）

ここでのポイントはこのチェックリスを実
施する対象とタイミングである。例えば、も
う進路が決まってしまった４年生の後半にこ
のリストを実施するのはあまり適切でないか
もしれない。また、なんらかの理由で教師に
興味がなくなった学生には不向きである。こ
の点に関して後で考察する。

このチェックリストは３つのパートからな

質問項目 A グループ W グループ
きっかけの

時期
９歳～ 16 歳
（約 13 歳）

６歳～ 17 歳
（約 14 歳）

理由
１ 恩師の影響（32 人）
２ 両親の影響（４人）
３ その他（４人）

表２：教師になるきっかけの時期と理由

表３：自分自身の振り返り

表３は自己チェックリストの裏面にある自
分自身の振り返りについてまとめたものであ
る。質問項目は２つあり、１）現在の教職に
対する自分の気持ち、２）チェックリストを
終えた後の振り返りである。両グループとも
教師になりたいという気持ちは高い学生が圧
倒的に多いが、50%未満の回答者は５人存在
した。

質問項目 A グループ W グループ
教員に対する
今の気持ち

30% ～ 100%
（90% 以上

約 75%）

20% ～ 100%
（90% 以上

約 65%）
振り返り ・自分の気持ちを再認識

・自己否定
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っている（参考資料１）。リストの表の質問
13までは、以前の筆者の研究から得た質問項
目を厳選したものである。

ここの分析は最初に、40人の回答から点数
化し、平均が低かったものと高い質問項目三
つあげる。

を取り入れた質問項目で参考資料１の裏面の
（No.1～ No.14）である。ここでの分析は二
つの質問項目の相関関係を分析することであ
る。相関関係が高ければ同じような対象を測
っていて、逆の場合は違う対象を測っている
と考えられる（Hughes, 2002）。質問項目一
つ一つの分析は学生のコメント分析（２）で
する。

表５はGritとMindsetの相関係数をあらわ
している。前述のようにGritの奇数と偶数を
分けた理由は奇数の質問番号が小さな値であ
ればあるほど、また偶数の質問項目が大きな
値であればあるほどGrit力があると言える。
例えば、１の「新しいアイデイアや計画を思
いつくと以前の計画から関心がそがれる。」
で５を回答したとするとそれは粘り強く力が
ないことになってしまうのでデータを変換し
て計算することにした。同じようにMindset
のNo.9, 10, 14も成長のMindsetと同じように
するためにデータを処置した。

相関係数は３つの関係を分析した。Gritと
Mindsetの内的相関係数はそれぞれ0.33と0.53
で緩やかな相関関係があることが分かった。
次に二つの相関係数は0.47でこれも同じよう
な結果になった。この結果から二つの理論は
同じ対象を測っているのではないか、と判断
した。ただし、回答者が40名とやや少ない人
数なので少なくとも100名規模の回答者が必
要であろう。

表４：平均が高い項目と低い項目

表５：Grit と Mindset の相関関係

質問項目 質問内容
低い No.1（教員に向いているか）（3.8）

No.6（教員か就職か）（1.6）
No.12（教育観の有無）（3.9）

高い No.3（入学の動機）（4.8）
No.4（免許取得の決断）（4.8）
No.8（採用試験の受験）（4.8）

チェックリストは最高値を５で設定している
ので低い質問項目群は３以下で高い群はほぼ
最高値の５に近い値である（表４）。低い項
目群をみると「自分を教員に向いているか」
を判断することは難しいし、自分で最高値に
記入するのは難しいかもしれない。また、
No.6は「現在一般企業と教員両方を志望して
いるのか」を回答する質問で、低い値になる
と教員志望だけに傾いているように考えられ
るが回答しにくいようである。又教師を諦め
た場合は「そう思わない」に偏りができるた
めに不適であると考えられるため削除が望ま
しい。

詳細は分析２で紹介する。最後に教育感を
もっているかどうかの質問も低い値だった。
この質問は教師になった先輩方がもっている
特徴であったのだが予想より低い値となって
しまった。次に値が高い質問項目群は、入学
した動機、教員免許取得は自分自身で決めた
こと、そして、採用試験を必ず受けるという
質問項目であった。これらの質問項目は適切
な質問群と言える。

MindsetとGrit質問項目のデータ
次のパートはMindsetとGrit質問項目理論

相関係数
Grit（奇数） Grit（偶数） 0.33

Mindset
（No.9, 10, 14）

Mindset
（11, 12, 13）

0.53

GRIT（全体） Mindset（全体） 0.47

4.2　分析（２）質的分析結果
「自己分析チェックリスト」に回答後の話

し合いでは、回答した感想、また改善点等を
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話し合うように告げ、各グループ自由に話し
合いを行った。そのため全ての項目について
言及があったわけではない。また複数の質問
項目に記載されている概念についての言及も
あった。そこでここではチェックリストの中
でも多くのグループが言及した項目、概念等
について述べる（表６）。表に記載されてい
るＮはグループの話し合いで言及された数を
指し特定の個人による発言数ではない。また
回答例は実際の回答を入れるとグループ内の
話し合いで数行にわたるため、回答された発
言をまとめたものもある。かっこ内には発言
をしたグループ名が記載されている。「自分
自身の振り返り」の問いの「この問診票に回
答した現時点で教員になりたい気持ちを％で
表すとしたら」に対する自由記述と「チェッ
クリストに回答して、現時点の自分について
何か学んだこと（気づいたこと）はあります
か」については実際のやりとりに近い形で記
載してある。チェックリストに言及したコメ
ントは参考資料２に記載されている。

あなたの教師にたいする考えについて
12. 私は教育にたいして信念を持っている。

・信念とはどういう意味か。
（W4G3, A3G2, W3G1, W3G2）
・信念とは教員を数年間行って確立す
るものではないか。（A4G1）
・信念は実際生徒を教えたら変わるも
のではないか。今の時点ではちょっと
何も言えない。（W3G2）

N=5

あなたの教師にたいする考えについて
13. 生徒と触れ合うことが好きである。

・触れ合うとはどういうことか。
（A3G2, W3G1）
・触れ合うとはどの場面か。授業中、
教室内、学校生活全体か。（A4G4）
・生徒と触れ合う経験がない。

（A3G3, W3G2, W3G2）
・「生徒」より「子ども」という表現を
使ったほうがよいのでは。（A3G3）

N=5

あなた自身について
　４．頑張り屋である

・人によって「頑張り屋」の解釈が異
なる。（A4G4）
・「勤勉」と「頑張り屋」は一緒ではな
いか。（W4G2, A3G4）
・質問項目４と８が似ている。矛盾見
つけられている（W4G3）
・５をつけたら他の人からなんか思わ
れてしまいそう。（A3G1）
・自分のことだと答えずらい。どうし
ようかと思って３にした。（A3G3）

N=6

あなた自身について
　８．勤勉である

・勤勉ってどのような意味か。
（A4G2, W4G1）
・定義をしてほしい。（A4G4）
・わからなくて３にした。（A4G4）
・勤勉じゃないとあなたは教師に向い
ていないみたいな感じに捉えた。

（W4G1）
・１をつけたら教員になれないと言わ
れそう。（A3G2）
・何に対して勤勉か。全般的か教職に
対してか。実績に対してか心情か。
(W3G1, W3G2)

N=7

あなた自身について
　「知能」が言及されている 9-12 の問いについて

・知能とはなにか。
（A4G1, A4G2, A4G3, A4G4, W4G1, 
W4G2, W4G3, A3G3, A3G4, W3G1, 
W3G2, W3G3）
・あまり考えたことがない（A4G3）
・9, 10, 11 の問題が似ている。

（A3G1, A3G2）
・９番以降の問題がどういう意図なの
かあまり分からない（W3G1）

N=14

自分自身の振り返り　
　この問診票に回答した現時点で教員になり
たい気持ちを％で表すとしたら　
　約＿％

・なりたい気持ちと務まるかっていう気持ち
で葛藤していて 50%。それを思い知らされた。

（A4G2）
・100% のはずだったけれども 80% くらいにな
って。なんか必ずしも教師にならなくてもい
いかなって思いがでてきたかな。（A4G2）
・なりたいというより、教員志望だからほぼ
なっている感じ。受ける前を思い出して書い
た。もう決まっている方々はどのくらい頑張
っていきたいですかみたいな感じだといい。

（A4G3）

表６：話し合いの分析
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ないと思われるものがあった（No.6）。特に
興味深かったのは最後の質問項目であった。
現在の学生の教職に対する態度や気持ちが表
現されており自己チェックリストに相応しい
し、指導にも使用できるであろう。一方その
ようなモデルが存在しないG1のモデルは脆
弱なものであろう。自分が信じる教師像を持
っているG2にとって、その存在はずっと未
来を照らしてくれる灯台の役割を果たしてい
るかもしれない。

二つの理論を取り入れることについては自
己チェックリストに取り入れることはこの段
階では問題ないと思われる。40人のデータな
ので断定はできないが二つ理論の質問項目は
恐らく広い意味での「目標に向かって目的を
達成する力」を対象としておりMindsetは広
くものの考え方、特に窮地に追い込まれたと
きに前向きに考え行動できるかの力、そして
Gritは情熱を持って目的に向かって持続する
力（田口、2018）ということを対象としてい
る。両方似ているが対象としている力は重な
っておらずそのためにゆるやかな相関になっ
たといえる。また今回は協力者が限られてい
たので人数を増やして再調査することが望ま
しい。

　
分析結果（２）から

チェックリストに回答後の学生間の話し合
いからアンケートの改善点のみならず、学生
の教職に対する考え方、さらに教職課程履修
の特定の時期における学生の考え方が見えて
きた。
「あなたの教師にたいする考えについて」

の12番目の「私は教育にたいして信念をもっ
ている」という問い対して５つのグループか
ら言及があった。「信念」という概念が何を
指しているのかわからずに、「エラーコレク
ションに関する考え方」（W3G1）「どういう
指導をしたいか」「校則についての考え方」

（W4G3）等、お互いに信念の意味を確認す

・パーセンテージは４年生に聞いたら確定し
ている。対象者による。（W4G1）
・100% 以外考えられない。（A3G2）
・強がって 92% にした。アンケートやった後
にマイナスの感情になった。「ああちょっと向
いていないかも」って思った。（A3G3）

自分自身の振り返り　
　チェックリストに回答して、現時点の自分
について何か学んだこと（気づいたこと）は
ありますか。

・今までの過程を思い出せたのはよかった。
（A4G3）
・自分がどれだけ教員になりたいか再確認で
きた。（A4G4）
・このアンケートで自分は教員に不向きとか
思わない。（W4G2）
・自己分析では自分の悪いところも見れた。
アンケートの意味があった。（A3G2）
・ふり返って「私ってこういう傾向有るんだ
な」っていうのが整理できた。（A3G4）
・これをやる前とやった後でそんな気持ち変
わったかっていわれたらそうでもない。

（W3G3）

全体の印象等

五件法について

・2, 3, 4 の回答が多くなる。（A4G1）
・わからない、答えずらいと３を選ん
だ。（A4G2, A3G3）
・確実な場合以外 1, 5 は選ばない。

（W3G3）

N=11

記名について

・成績に関係ありませんよと言われて
も英語とか教職のこととかを聞かれて
いるので低くしたほうがよいと思って
しまう。（A3G1）
・自分はこうかもしれないけれども、
まあ３にしておくみたいな。（A3G1）
・他の人からどう思われているのか気
になる。（A3G1）
・自分の名前を書くのが不安になった。
匿名性がよかった。（A3G2）
・名前を書くことに最初びっくりした。

（A3G4）

N=4

５　考察
分析結果（１）から

自身についての質問項目の考察は全体的に
適切な項目であったと言える。ただし、一部
の質問はリカートタイプのスケールには適さ

― 37 ―

教師の資質を探るための自己分析チェックリストの開発―Mindset 理論と Grit 理論を取り入れて―



るグループも見られた。また「信念」と「教
師像」を同じ概念として捉えているグループ
も見られた（A3G2, W3G2）。さらに「信念
とは教員を数年行ってから確立するものでは
ないか」（A4G1）、「実際に信念を持っていて
も現場に出たら信念は変わるのでは」（W3G2）
という発言もあった。

教師の持つ信念は教師教育において研究さ
れる分野であり、現職の教師にとって教師の
抱く信念が何を指しているのかあまり迷うこ
とはない。筆者らが担当するゼミは教職を履
修している学生が多く、学生達は教育に対す
る話し合いを日常的に行っているが、教師の
信念についてはあまり馴染がないことは意外
であった。また教職を履修している学生は毎
年学びのポートフォリオを用いての振り返り
で「目指す教員像」の明確化が奨励されてい
る。しかし理想とする教員像と信念の概念の
違いが不明瞭な学生がいることも明らかとな
った。

すべてのグループが「知能」という概念に
対して言及をしており、知能の意味合いが明
確ではないことを述べていた。グループの話
し合いの中で「知能」は何を意味しているの
か、「IQ」や「地頭」等であるかという話合
がなされていた。チェックリストで「知能」
は何を指すのか説明を入れることが必要であ
ろう。

話し合いの中から３年生と４年生は今回の
自己分析チェックリストへの取組の仕方が異
なる印象を受けた。自己分析チェックリスト
はパイロットとして学生に受けてもらうこと
が目的であったが、３年生は同チェックリス
トをパイロットとして受けるというよりは自
分のこととして捉えて取り組んだ者もいたよ
うである。４年生は話し合いのなかでチェッ
クリスト向上のためにより多くの提案をする
傾向にあった。例えば「教員になろうと思っ
たのは何歳頃でしたか」の問いに対して「英
語教師なのか小学校なのかそれ以外なのかを

答えさせてもよい」（A4G2）、「教師になるか
ならないかがあってもよい」（A4G4）、また
５件法で回答することに関しても「アンケー
ト実施した側だから察することができるが、
そうでないと３が多くなる。３は無くしても
よい」（W4G1）、「答えやすいように配慮す
るとよい」（W4G2）などの提案がなされた。
その一方、３年生はチェックリストに回答す
る自分に意識が向けられていたようである。
例えば、「記名をすることに躊躇した」とい
う話し合いがされていた３つのグループすべ
てが３年生のグループであり、彼らの話し合
いのなかから、チェックリストを行うことは
成績には関係ないと告げられていたが、自分
の答え方が教員にまたは他の学生にどのよう
に見られるのかを気にしていた者がいたこと
がわかった。また「あなた自身について」の
４項目の質問「頑張り屋である」という記述
に５件法で回答する質問について「「大変そ
う思う」である５を選んだら他の人からなん
か思われてしまいそう」（A3G1）というコメ
ントが３年生のグループからあり、本チェッ
クリストの回答の目的が回答者としての感想
を共有することよりも、自分の回答が他者に
どのように捉えられるかを気にしているよう
であった。

その一方３年生は自己分析チェックリスト
をパイロットとしてではなく回答者として答
えたことにより得られることも多かったよう
だ。「自分自身の振り返り　チェックリスト
に回答して、現時点の自分について何か学ん
だこと（気づいたこと）はありますか」の問
いに対して、「今までの過程を思い出せたの
はよかった」（A4G3）、「どれだけ教員になり
たいか再確認できた」（A4G4）、「あまりこの
アンケートを通して気づけたことは少ない」

（W4G1）という回答が４年生のグループか
らであり、チェックリストに回答することに
肯定的なコメントもあるが、新しい発見があ
ったというわけではない。その一方、３年生
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のグループからは「これをやる前とやった後
でそんな気持ち変わったかっていわれたらそ
うでもない」（W3G3）というコメントもあ
ったが「自分の悪いところも見れた。アンケ
ートの意味があった」（A3G2）、「回答してよ
かったなと思えるアンケートになっていた。
ふり返って「私ってこういう傾向有るんだ
な」っていうのが整理できた」（A3G4）等の
コメントがあり、チェックリストに回答する
ことが、今まで気づかなかったことについて
気づく機会となったようである。チェックリ
ストを振り返りの機会として受け止めるか否
かは自己分析チェックリストに回答した時期
も関係しているだろう。本チェックリストに
学生が回答した時期は１月であり、４年生は
教員採用試験２次試験終了後ですでに次年度
の就職が決まっていた学生が多かった。教職
に就く学生は教師になる、または臨時採用教
員として教壇に立つことを考えており、自分
が教職に対して抱いている考え等を振り返る
選択肢、または精神的余裕がないかとも推測
できる。「自分自身の振り返り　この問診票
に回答した現時点で教員になりたい気持ちを
%で表すとしたら約　％」という項目に対し
て自分の葛藤がわかった（A4G2）というコ
メントもあったが、「なりたいというより、
教 員 志 望 だ か ら ほ ぼ な っ て い る 感 じ 」

（A4G3）、「パーセンテージは４年生に聞いた
ら確定している」（W4G1）などのコメント
があった。その一方３年生は自分が教職に対
して抱いている考えを見直す時間的猶予また
精神的余裕があるのではないか。「自分自身
の振り返り　チェックリストに回答して、現
時点の自分について何か学んだこと（気づい
たこと）はありますか」の問いに対して、

「アンケートに回答しマイナスな気持ちにな
った」と３年生のグループから出たコメント
があった。振り返りは自分を俯瞰的に見るこ
とが必要とされ、やはり３年生のグループが
述べたように「自分の悪いところ」を知る可

能性もあるだろう。振り返りにより自分との
直面、対峙が促される自己分析チェックリス
トは時間的猶予、精神的余裕がある３年生の
際に受けたほうが適切ではないかと考える。

６　結論とこれからの研究課題
本研究は筆者が作成したチェックリストに

Grit理論とMindset理論を取り入れることに
より生じる課題や問題を40名の協力者の実際
のデータやインタビューを通して分析し考察
した。一般に特定の分野の研究を長くすれば
するほど最小化された対象に注意が向き,さ
らに細かいところまで研究対象を絞りがちで
ある。ただし今回の研究はその対象を広げる
ことで自己チェックリストが改善されたよう
な気がする。まさしく木を見て森を見ずの例
えのようであった。ある目標に向かって諦め
ずに頑張る力や困難に遭遇しても自分の能力
は伸びると信じる力は教員採用試験に向かっ
て頑張る力と相通じるものがある。

しかしながらチェックリストをさらに改善
するために多くの課題が存在するがここでは
３つ下記に列挙する。

➢　チェックリストを作成する際に原本
（英語）から日本語にする場合の問
題点（なるべく英語を忠実に訳した
いがわかりにくくなってしまう。

（例えば、「知能」という言葉）。
➢　二つの理論が重なる点と質問項目の

並べ方（似ている質問項目があるの
でその質問に対する処置の仕方。例
えば、勤勉であると頑張りやである。

➢　アンケートを実施するタイミングの
問題（学年の問題、教員志望者だけ
なのか？）例えば、進路が決まった
４年生よりも３年生の方が適切なの
か？また教員にあまり興味がない学
生にも含めることが必要なのか？）
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参参考考資資料料（（１１））  

自自己己分分析析チチェェククリリスストト  

  

名前                   英⽂科      年  
 
教師になろう とした頃  
教員になりた いと思ったの は何歳ごろか らでしたか。（       ）歳頃  
その理由はな んでしたか簡 単に書いてく ださい。                
 
あなたの教師 にたいする考 えについて   

  下下記記のの ⽂⽂をを 読読んんでで最最 もも当当 ててははままるる もも表表 のの番番号号((NNoo))  にに〇〇ををつつけけ ててくく だだささいい。。   
１１→→そそうう 思思わわ なないい、、２２ →→どど ちちららかかとと ⾔⾔ええ ばばそそうう思思 わわなな いい、、３３→→ どどちち ららととももいい ええなな いい  
４４→→どどちち ららかか とと⾔⾔ええばば そそうう 思思うう、、    ５５ →→そそうう思思 うう   

 
1. 私は教員に向 いていると思 う。 
2. 周りの⼈から 教員に向いて いると⾔われ ることが多い 。  
3. この⼤学には 教員になるこ とを⽬指して ⼊ってきた。  
4. 教員免許取得 は⾃分の意志 である。         
5. ⾃分の英語に ⾃信がなく不 安に感じる時 がある。   
6. 現在⼀般企業 と教員両⽅を 志望している 。      
7. ⾃分の周りに は教員を⽬指 す仲間（友⼈ ）がいる。  
8. 教員採⽤試験 は必ず受験す るつもりであ る（⼜は受け た。）  
9. どんなことが あっても教員 になりたいと 思っている。  
10. 私には尊敬す る恩師がいる 。            
11. 私は理想とす る教師像をし っかりもって いる。    
12. 私は教育にた いして信念を もっている。        
13. ⽣徒と触れ合 うことが好き である。          
 

No そう思わない                 そう 思う 

1 1 2 3 4 5 

2 1 2 3 4 5 

3 1 2 3 4 5 

4 1 2 3 4 5 

5 1 2 3 4 5 

6 1 2 3 4 5 

7 1 2 3 4 5 

8 1 2 3 4 5 

9 1 2 3 4 5 

10 1 2 3 4 5 

11 1 2 3 4 5 

12 1 2 3 4 5 

13 1 2 3 4 5 
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あなたの教師 にたいする考 えについて   

  下下記記のの ⽂⽂をを 読読んんでで最最 もも当当 ててははままるる もも表表 のの番番号号((NNoo))  にに〇〇ををつつけけ ててくく だだささいい。。   
１１→→そそうう 思思わわ なないい、、２２ →→どど ちちららかかとと ⾔⾔ええ ばばそそうう思思 わわなな いい、、３３→→ どどちち ららととももいい ええなな いい  
４４→→どどちち ららかか とと⾔⾔ええばば そそうう 思思うう、、    ５５ →→そそうう思思 うう   

 
1. 私は教員に向 いていると思 う。 
2. 周りの⼈から 教員に向いて いると⾔われ ることが多い 。  
3. この⼤学には 教員になるこ とを⽬指して ⼊ってきた。  
4. 教員免許取得 は⾃分の意志 である。         
5. ⾃分の英語に ⾃信がなく不 安に感じる時 がある。   
6. 現在⼀般企業 と教員両⽅を 志望している 。      
7. ⾃分の周りに は教員を⽬指 す仲間（友⼈ ）がいる。  
8. 教員採⽤試験 は必ず受験す るつもりであ る（⼜は受け た。）  
9. どんなことが あっても教員 になりたいと 思っている。  
10. 私には尊敬す る恩師がいる 。            
11. 私は理想とす る教師像をし っかりもって いる。    
12. 私は教育にた いして信念を もっている。        
13. ⽣徒と触れ合 うことが好き である。          
 

No そう思わない                 そう 思う 

1 1 2 3 4 5 

2 1 2 3 4 5 

3 1 2 3 4 5 

4 1 2 3 4 5 

5 1 2 3 4 5 

6 1 2 3 4 5 

7 1 2 3 4 5 

8 1 2 3 4 5 

9 1 2 3 4 5 

10 1 2 3 4 5 

11 1 2 3 4 5 

12 1 2 3 4 5 

13 1 2 3 4 5 
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教師の資質を探るための自己分析チェックリストの開発―Mindset 理論と Grit 理論を取り入れて―



       
あなた⾃⾝に ついて  

 
1. 新しいアイデ イアや計画を 思いつくと以 前の計画から 関⼼がそがれ る。 
2. 私は困難にめ げない。  
3. いったん⽬標 を決めてから ，後になって 別の⽬標に 変 えることがよ くある。  
4. 頑張りやであ る。 
5. 終わるまでに 何ヶ⽉もかか る計画に，ず っと興味を持 ち続けるのは 難しい。  
6. 始めたことは 何であれやり 遂げる。  
7. 物事に対して 夢中になって も， しばらく するとすぐに 飽きてしまう 。 
8. 勤勉である。  
9. 知能は⼈間の ⼟台をなすも のでそれを変 えることはほ とんど不可能 である。  
10. 新しいことを 学ぶことはで きても知能そ のものを変え ることはでき ない。  
11. 知能は現在の レベルにもか かわらずかな り伸ばすこと ができる。  
12. 知能は伸ばそ うと思えばい つでも相当伸 ばすことがで きる。  
13. 失敗してつま ずいたときも っと頑張ろう と思う。  
14. 私の能⼒はあ る程度決まっ ているのであ まり変えるこ とができない 。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     ⾃ 分⾃⾝の振り 返り  
     こ の問診票に回 答した現時点 で教員になり たい気持ちを ％で表すとし たら 約     ％  

チェックリス トに回答して、現時点の⾃分 について何か 学んだこと（気 づいた）はあり ます か 。  
 
                                      
 
                                      

 
 

No そう思わない                 そう 思う 

1 1 2 3 4 5 

2 1 2 3 4 5 

3 1 2 3 4 5 

4 1 2 3 4 5 

5 1 2 3 4 5 

6 1 2 3 4 5 

7 1 2 3 4 5 

8 1 2 3 4 5 

9 1 2 3 4 5 

10 1 2 3 4 5 

11 1 2 3 4 5 

12 1 2 3 4 5 

13 1 2 3 4 5 

14 1 2 3 4 5 

― 42 ―

研究論文



参参考考資資料料（（22））  

自己分析チェックリストについての話し合い 

  

教教師師ににななろろううととししたた頃頃 
教教員員ににななりりたたいいとと思思っったたののはは何何歳歳ごごろろででししたたかか。。（（      ））歳歳頃頃  
そそのの理理由由ははななんんででししたたかか簡簡単単にに書書いいててくくだだささいい。。 
・教員になりたいと思った年齢か、英語教師になりたいと思った年齢か。
(A4G1, A3G1, A3G3) 
・漠然と教員になりたいと思った時か、職業として教員を選びたいと思っ
た時か。(W3G1, W3G2) 
・具体的な年齢を思い出せないので「わからない」があってもよい。
(A4G3) 
・簡単にってどんくらい簡単に書けばいいんだろう。⼀⾔ですませちゃっ
ていいのかな。何が聞きたいのかな。だからそれを書いたほうがいいのか。
本当に聞きたいのは⾃分から成ろうと思ったか誰かに勧められてなろう
と思ったのかでは。(W4G1) 

N=7 

ああななたたのの教教師師ににたたいいすするる考考ええににつついいてて 
11.. 私私はは教教員員にに向向いいてていいるるとと思思うう 
・⾃信の有無、控えめな⼈等性格によって答え⽅変わる。（A4G1）   
・この問題は裏の問題に⼊るのでは。(A3G2)    
・向いているとも向いていないとも⾔いずらい。(A3G3) 

N=3 
 

22.. 周周りりのの⼈⼈かからら教教員員にに向向いいてていいるるとと⾔⾔わわれれるるここととがが多多いい。。   
・⾃分じゃわかんない⼈も結構多いと思うから、周りの⼈、友達にこうい
われるっていう感じで答えやすい。2 番より1番の⽅が答えにくい。1番
は3にした。(W4G3) 
・あんまり⾔われないぞと萎えた。時期が時期だからぐさっとくる。
(A3G3) 
・周りに教員になりたい⼈が多いから向いているとかそういう話はしな
い。(W3G1) 

N=3 
 

33..  ここのの⼤⼤学学ににはは教教員員ににななるるここととをを⽬⽬指指ししてて⼊⼊っっててききたた。。   
・⽂教⼤でこのアンケートをするなら結構取れると⼊る⼈多いのかなと
思うけど他⼤でやったらどうなのかなって思った。3 で「はい」って答え
ると7，8は必然的にそう思う寄りになる。（W4G3）  

N=1 

44.. 教教員員免免許許取取得得はは⾃⾃分分のの意意志志ででああるる。。 
コメントなし N=0 
55.. ⾃⾃分分のの英英語語にに⾃⾃信信ががななくく不不安安にに感感じじるる時時ががああるる。。   
・リスニングは得意だけどリーディングは苦⼿と⾔う場合、どこに〇をつ
けたらよいかわからなかった。3 にした。（A3G1）  

N=1 

66.. 現現在在⼀⼀般般企企業業とと教教員員両両⽅⽅をを志志望望ししてていいるる。。  
・「はい」「いいえ」で答える内容だから5 件法でなくてもよい。(W4G1, 
A3G2, W3G3) 
・どちらしか考えていない⼈は１で回答をするのか。(A4G4) 
・3年⽣も対象なのでこの項⽬があるのでは。(A4G4) 
・塾の先⽣とかあるので深堀をしてもよいのではないか。(A3G1) 
・両⽅を志望しているとは滑り⽌め的な感じで⼀般企業を受けようと思
っているのか。(W3G1) 

N=6 

77..  ⾃⾃分分のの周周りりににはは教教員員をを⽬⽬指指すす仲仲間間（（友友⼈⼈））ががいいるる。。   
・1か5で答えるのでは。(A4G3)  
・いる、いないだけど、いっぱいいるとか、いっぱいいないとかなのか。
（A3G1）      

N=2 

88.. 教教員員採採⽤⽤試試験験はは必必ずず受受験験すするるつつももりりででああるる（（⼜⼜はは受受けけたた。。））     
・１か５ではないか。(A4G1)    
・これも「はい」「いいえ」なのかなとは思った。(W4G1) 
・教師になろうと思っている⼈には質問するのがナンセンス。この設問は
なくてもよい。(A3G2) 

N=3 

99..  どどんんななここととががああっっててもも教教員員ににななりりたたいいとと思思っってていいるる。。   
・これはみんな５にするんじゃないの。(A3G2) 
・どんなことって何？きつい表現がより私達の悪いほうに。分からない、
答えずらいのは3にした。(A3G3)  

N=2 

1100..  私私ににはは尊尊敬敬すするる恩恩師師ががいいるる。。 
・「はい」「いいえ」で答えるのでは。いるか、いないか。(W4G1,A3G1)  
・10,11,12 が似ている。尊敬するというのは理想の教師像に近いと思っ
た。(W4G3) 
・2,3,4 ってどういうことなんだろう。恩師に対しての尊敬度が1 から5
なのか。尊敬度なのか。その⼈の存在が尊敬されるに値するのかというか
それがちょっと難しかった。いるかいないかだったらイエス・ノー、どれ
だけ尊敬していますか（志望していますか）だったらリカート(W3G3)   

N=4 

1111..  私私はは理理想想ととすするる教教師師像像ををししっっかかりりももっってていいるる。。 
教員を何年かやって確⽴するものでは。(A4G1)  N=1 
1122..  私私はは教教育育ににたたいいししてて信信念念をを持持っってていいるる。。  
・信念とはどういう意味か。(W4G3, A3G2, W3G1, W3G2) 
・信念とは教員を数年間⾏って確⽴するものではないか。（A4G1） 
・信念は実際⽣徒を教えたら変わるものではないか。今の時点ではちょっ
と何も⾔えない。(W3G2) 

N=5 

1133..  ⽣⽣徒徒とと触触れれ合合ううここととがが好好ききででああるる。。  

・触れ合うとはどういうことか（A3G2, W3G1） 
・触れ合うとはどの場⾯か。授業中、教室内、学校⽣活全体か。（A4G4） 
・⽣徒と触れ合う経験がない。（A3G3, W3G2, W3G2） 
「⽣徒」より「⼦ども」という表現を使ったほうがよいのでは。(A3G3) 

N=5 

ああななたた⾃⾃⾝⾝ににつついいてて  
11.. 新新ししいいアアイイデデイイアアやや計計画画をを思思いいつつくくとと以以前前のの計計画画かからら関関⼼⼼ががそそががれれるる。。  
・イメージしずらい。思い当たる節がない。（A4G1） 
・こういう時、どうなりますかっていう例があるとよい。（W4G2） 
・質問的に⾃分をいさしめ「こうしなきゃ」という感じ。（A3G1） 
・アイデイアとは何か。(A4G2, W3G1) 

N=5 

22．．私私はは困困難難ににめめげげなないい 
・2,4,8 なんか⼀緒じゃない。「困難にめげない」、「頑張り屋である」、「勤
勉である」。(A4G2) 
・2と4と13 が似ている。(W4G3) 
・2,4,13はほとんど同じ。5,6とも逆の意味。(A3G4) 
・⾃分の実績に対してなのか⾃分の⼼情に対してなのか。(W3G3)  

N=4 

33..  いいっったたんん⽬⽬標標をを決決めめててかからら，，後後ににななっってて別別のの⽬⽬標標にに  変変ええるるここととががよよくくああるる 
・3,5,7は似ている。(A4G2) 
・これはものによる。(A3G4) 

N=2 

44..  頑頑張張りり屋屋ででああるる  
・⼈によって「頑張り屋」の解釈が異なる。（A4G4） 
・「勤勉」と「頑張り屋」は⼀緒ではないか。(W4G2, A3G4) 
・質問項⽬4と8 が似ている。⽭盾⾒つけられている（W4G3） 
・5をつけたら他の⼈からなんか思われてしまいそう。(A3G1) 
・⾃分のことだと答えずらい。どうしようかと思って3にした。(A3G3) 

N=6 

55．．終終わわるるままででにに何何ヶヶ⽉⽉ももかかかかるる計計画画にに  ずずっっとと興興味味をを持持ちち続続けけるるののはは難難ししいい 
・何か別に⾔い換えられるというか、何かを継続する、何事にも継続でき
る⼒があるとか、何かそういうふうに⾔い換えられたりして、ちょっと分
かりにくい、何が⾔いたいんだろうな。(W4G1) 
・⾃分で始めたか⼈に⾔われて始めたかで違ってくるのでは。(W4G1) 
・5,6も似ている。何か⽉もかかる計画ってなんだろう。教採受ける⼈以
外には何だろう？就職活動も⼊る。卒論も⼊る。(W4G3) 
・私むりだわ。(A3G4) 

N=3 

66..  始始めめたたここととはは何何ででああれれややりり遂遂げげるる   
・やりとげないとだめ（教師には向いていない）みたいな。⾯接のときそ
うだった。(W4G1) 
・5で何か⽉もかかる計画って⾔っているけれども6でその始めたことが
どれくらいかかるものかって⽰されていない。3 ⽇で終わることなのか３
年かかることなのかわからない。(W3G3) 

N=2 

77..  物物事事にに対対ししてて夢夢中中ににななっっててもも，，  ししばばららくくすするるととすすぐぐにに飽飽ききててししままうう 
コメントなし N=0 
88.. 勤勤勉勉ででああるる  
・勤勉ってどのような意味か。（A4G2, W4G1） 
・定義をしてほしい。（A4G4） 
・わからなくて3にした。（A4G4） 
・勤勉じゃないとあなたは教師に向いていないみたいな感じに捉えた。
（W4G1） 
・1をつけたら教員になれないと⾔われそう。（A3 G2） 
・何に対して勤勉か。全般的か教職に対してか。実績に対してか⼼情か。
(W3G1, W3G2) 

N=7 

99  --  1122  「「知知能能」」がが⾔⾔及及さされれてていいるる問問いいににつついいてて  
・知能とはなにか。（A4G1, A4G2, A4G3, A4G4, W4G1, W4G2, W4G3, 
A3 G3, A3G4, W3G1, W3G2, W3G3） 
・あまり考えたことがない(A4G3) 
・9, 10, 11の問題が似ている（A3G1, A3G2） 
・9番以降の問題がどういう意図なのかあまり分からない。（W3G1） 

N=14 

1100..  新新ししいいここととをを学学ぶぶここととははででききててもも知知能能そそののももののをを変変ええるるここととははででききなないい。。 
・10 から急に難しくなった。知能ってなんだっけ？学⼒との違いは？あ
なた⾃⾝ではなく概念系。⾃分の⾔いたいことあっているのかなと思っ
た。(A3G4) 

N=1 

1111..  知知能能はは現現在在ののレレベベルルににももかかかかわわららずずかかななりり伸伸ばばすすここととががででききるる。。 
・何かひっかかる。(W4G1) 
・11と12同じ質問のように感じたりする。(W4G1, W3G3) 
・現在のレベルに関わらずって何かうん？って感じ。(A3G1) 
・「かなり」「いつでも」「相当」と誇張表現するなと思った。(A3G3) 
・「かなり」と「相当」の差は。(W3G1, W3G2) 

N=6 

1122..  知知能能はは伸伸ばばそそううとと思思ええばばいいつつででもも知知能能をを相相当当伸伸ばばすすここととががででききるる 
・知能が何であるかわかっていないので難しい。(A4G3) 
・バツにしたら⽣徒を否定していることにならん？(A4G4) 
・⽣徒のことではなく、⾃分のこと（教師のこと）ではないの。(A4G4) 

N=2 

1133..  失失敗敗ししててつつままずずいいたたととききももっっとと頑頑張張ろろううとと思思うう。 
・1から8 に戻る感じ。(A4G1) N=1 

       
あなた⾃⾝に ついて  

 
1. 新しいアイデ イアや計画を 思いつくと以 前の計画から 関⼼がそがれ る。 
2. 私は困難にめ げない。  
3. いったん⽬標 を決めてから ，後になって 別の⽬標に 変 えることがよ くある。  
4. 頑張りやであ る。 
5. 終わるまでに 何ヶ⽉もかか る計画に，ず っと興味を持 ち続けるのは 難しい。  
6. 始めたことは 何であれやり 遂げる。  
7. 物事に対して 夢中になって も， しばらく するとすぐに 飽きてしまう 。 
8. 勤勉である。  
9. 知能は⼈間の ⼟台をなすも のでそれを変 えることはほ とんど不可能 である。  
10. 新しいことを 学ぶことはで きても知能そ のものを変え ることはでき ない。  
11. 知能は現在の レベルにもか かわらずかな り伸ばすこと ができる。  
12. 知能は伸ばそ うと思えばい つでも相当伸 ばすことがで きる。  
13. 失敗してつま ずいたときも っと頑張ろう と思う。  
14. 私の能⼒はあ る程度決まっ ているのであ まり変えるこ とができない 。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     ⾃ 分⾃⾝の振り 返り  
     こ の問診票に回 答した現時点 で教員になり たい気持ちを ％で表すとし たら 約     ％  

チェックリス トに回答して、現時点の⾃分 について何か 学んだこと（気 づいた）はあり ます か 。  
 
                                      
 
                                      

 
 

No そう思わない                 そう 思う 

1 1 2 3 4 5 

2 1 2 3 4 5 

3 1 2 3 4 5 

4 1 2 3 4 5 

5 1 2 3 4 5 

6 1 2 3 4 5 

7 1 2 3 4 5 

8 1 2 3 4 5 

9 1 2 3 4 5 

10 1 2 3 4 5 

11 1 2 3 4 5 

12 1 2 3 4 5 

13 1 2 3 4 5 

14 1 2 3 4 5 
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教師の資質を探るための自己分析チェックリストの開発―Mindset 理論と Grit 理論を取り入れて―



1144..  私私のの能能⼒⼒ははああるる程程度度決決ままっってていいるるののででああままりり変変ええるるここととががででききなないい。 
・知能と対して差がない。(A4G2) 
・ここで「私の」とあるからそれ以外は他の⼈の能⼒だと思った。(A4G4) 
・知能と能⼒は何が違うのか。(A4G1, A3G2) 

N=4 

⾃⾃分分⾃⾃⾝⾝のの振振りり返返りり    
  ここのの問問診診票票にに回回答答ししたた現現時時点点でで教教員員ににななりりたたいい気気持持ちちをを％％でで表表すすととししたたらら    
約約＿＿＿＿＿＿＿＿％％ 
・なりたい気持ちと務まるかっていう気持ちで葛藤していて 50%。それ
を思い知らされた。(A4G2) 
・⼀般企業でもすっといいかなって思いがでてきたかな。ほんとは100%
のはずだったけれども 80%くらいになって。なんか必ずしも教師になら
なくてもいいのかなみたいのがちょっと今⾃分で実感している。 (A4G2) 
・なりたいというより、教員志望だからほぼなっている感じ。受ける前を
思い出して書いた。もう決まっている⽅々 はどのくらい頑張っていきたい
ですかみたいな感じだといい。(A4G3) 
・もともとのパーセンテージを書ける欄を設けてもよい。(A4G4) 
・このアンケートすることで別に結果をやっている⼈には知らせない。だ
からこのアンケートをやって⾃分で何％って書いて何か教員になる気な
くしちゃいそうだなと思った。(A4G4) 
・パーセンテージは結局よく書いてしまう。何かあぶりだされた気がす
る。(A3G1) 
・パーセンテージは 4 年⽣に聞いたら確定している。対象者による。
(W4G1) 
・100%以外考えられない。ここで 10%下げたらなれないような気にな
る。(A3G2) 
・強がって92%にした。アンケートやった後にマイナスの感情になった。
「ああちょっと向いていないかも」って思った。(A3G3) 
・先⽣っている仕事にあこがれを持ったのか先⽣に助けてもらったから
その⼈みたいになりたいのか。消防⼠に助けてもらったら消防⼠に憧れを
多分持つから、⾃分であれだからなりたいっていう気持ちは半々 。(A3G4) 
・⼀番最初はパーセンテージやって⼀番最後変わりましたかでよい。
(W3G3) 

 

⾃⾃分分⾃⾃⾝⾝のの振振りり返返りり    
チチェェッッククリリスストトにに回回答答ししてて、、現現時時点点のの⾃⾃分分ににつついいてて何何かか学学んんだだこことと（（気気づづいいたたこことと））
ははあありりまますすかか。。  
・具体的にどんなことを書いたら良いのかちょっと難しかった。(A4G1) 
・今までの過程を思い出せたのはよかった。(A4G3) 
・⾃分がどれだけ教員になりたいか再確認できた。(A4G4) 
・振り返りあるけど、何だろう。このアンケートの内容から⾃分に気付け
たことって、実はそんなにないんじゃないかなと思って。要は⾃分の考え
⽅って根本はまずあるわけじゃん。このアンケートがあるから変わると
か、そういうわけじゃなくて、⾃分の意⾒をただ書いただけだから、あん
まりこのアンケートを通じて気付けたことは少ないと。(W4G1) 
・教員になりたい⼈がもう１回こういう考えを改めて考えると⾃分⾒つ
めるんじゃないけど出来そうだなって思った。記述があってもいいのかな
って思った。このアンケートで⾃分は教員に不向きとか思わない。
(W4G2) 
・⾃⼰分析では⾃分の悪いところも⾒れた。アンケートの意味があった。 
(A3G2) 
・回答してよかったなと思えるアンケートになっていた。ふり返って「私
ってこういう傾向有るんだな」っていうのが整理できた。(A3G4) 
・これをやる前とやった後でそんな気持ち変わったかっていわれたらそ
うでもない。別にこれに答えたことで意欲が上がるわけではない。振り返
っただけだから学ぶも何もない気がする。チェックリストに答えた時間だ
けって考えるとそんなに⼈の気持ちって簡単に変わらない。 
(W3G3) 

N=8 

全全体体にに関関ししてて 
・⾃分は⼩学校教員志望だから関係ないかな。英語教師なのか⼩学校なのかそれ以外
なのかを答えさせてもよい。(A4G2) 
・教師になるかならないかがあってもよい。(A4G4) 
・表の部分はまあ解きやすい、読みやすい、分かりやすい⽂章だなと思って、さささ
と書けた。裏が結構難しい⾔葉だったり、何か抽象的なことが多くて。(W4G1) 
・⾃⼰分析って書いてあるけれども何か曖昧なまま終わっているからもうちょい何
か記述とか含めたほうがよい。(W4G1) 
・あなた⾃⾝のほうが否定、肯定がまじりあって分かりにくい。こういう研究がした
いんだろうなって感じる。(W4G2) 
・表は答えやすい。⽂教だからかわからないけれども、教育に結構⼒⼊れているか
ら、教員免許取得の意思があるとかもスパってあるって答えられる⼈が多いのでは。
(W4G3) 
・⾃分のこと（裏⾯）になると評価が低くなる。表⾯は意思って感じ、裏⾯は⾏動っ
て感じ(A3G2) 
・表は「教師に関する考え⽅」は⾃⼰評価⾼くて裏「⾃分⾃⾝について」になったら
低くなった。私教員になりたいと思って頑張ってきたの奇跡みたい。(A3G4) 
・渡辺3 年G3 うそつきじゃないけど、それをやろうとしているっていう裏の⽬的
みたいのがあるからこういうふうに⾔葉を変えてやっているのかな。(W3G3) 
・⾔葉のニュアンスで捉え⽅が違うので⾃⼰分析リストだったらそこはもっと分か
りやすいようにしないと⾃⼰分析っていう⽬的では使えない(W3G3) 
 
 

あなた⾃⾝についての問いに関して 
・性格診断やっているのかっていう感じだった。アンケートではなくて 
似ている質問に対して。結構似ている質問多い。(A4G2) 
・頑張り屋と⾔っても他の⼈との感じ⽅が違うかもしれないから「あなた⾃⾝につい
て」は低くめにつけている、またつけがちになるのでは。(A3G1) 
五五件件法法ににつついいてて 
・2,3,4の回答が多くなる。(A4G1) 
・わからない、答えずらいと3を選んだ。(A4G2,A3G3) 
・確実な場合以外1,5は選ばない。(W3G3) 

N=11 

記記名名ににつついいてて  
・成績に関係ありませんよと⾔われても英語とか教職のこととかを効か
れているので低くしたほうがよいと思ってしまう。（A3G1） 
・⾃分はこうかもしれないけれども、まあ３にしておくみたいな。（A3G1） 
・他の⼈からどう思われているのか気になる。（A3G1） 
・⾃分の名前を書くのが不安になった。匿名性がよかった。（A3G2） 
・名前を書くことに最初びっくりした。（A3G4） 

N=3 

回回答答欄欄ににつついいてて  
・回答欄とその質問がずれている。セットになっていないから。質問がこ
うでこれがこれみたいな⼿間。(A4G2, W4G1, A3G2) 
・表になっていてどこに書き込んでよいかは答えやすかった。(A4G3) 

N=4 

 
上記の表で太字はチェックリストの問いを表している。Nはグループでその項⽬について
⾔及されたかどうかの数字を表している。表の「全体に関して」からはアンケートの特定
の項⽬ではなく、学⽣達が⾔及した内容を⽰している。  
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参参考考資資料料（（33））  

自自己己分分析析チチェェッッククリリスストト（（新新））  

  

名前                   英⽂科      年  
 

教員になろう としたきっか け  
教員になりた いと思ったの は何歳頃から でしたか？（       ）歳頃  
英語の教員に なりたいと思 ったのは何歳 頃でしたか？ （      ）歳頃  
（英語の）教 員になりたい と思った理由 はなんでした か簡単に書い てください。           
 
                                              
 
教員に関する 考えについて  
下下記記のの⽂⽂ をを読読 んんでで⾃⾃分分 のの気気 持持ちちにに最最 もも当当 ててははままるる 質質問問 のの回回答答のの 番番号号 にに〇〇ををつつ けけてて くくだだささいい 。。   

  １１ →→ そそ うう 思思 わわ なな いい 、、     ２２ →→ どど ちち らら かか とと ⾔⾔ ええ ばば そそ うう 思思 わわ なな いい 、、     ３３ →→ どど ちち らら とと もも いい ええ なな いい     
４４ →→ どど ちち らら かか とと ⾔⾔ ええ ばば そそ うう 思思 うう 、、     ５５ →→ そそ うう 思思 うう   

 
質 問 項 ⽬    

私 は 教 員 に 向 い て い る と 思 う 。  1 2 3 4 5 
周 り の ⼈ か ら 教 員 に 向 い て い る と ⾔ わ れ る こ と が 多 い 。  1 2 3 4 5 
こ の ⼤ 学 に は 教 員 に な る こ と を ⽬ 指 し て ⼊ っ て き た 。  1 2 3 4 5 
教 員 免 許 取 得 は ⾃ 分 の 意 志 で あ る 。  1 2 3 4 5 
⾃ 分 の 英 語 に ⾃ 信 が な く 教 員 に な る こ と が 不 安 に 感 じ る 時 が あ る 。   1 2 3 4 5 
⾃ 分 の 周 り に は 教 員 を ⽬ 指 す 仲 間 （ 友 ⼈ ） が い る 。   1 2 3 4 5 
教 員 採 ⽤ 試 験 を 必 ず 受 験 す る つ も り で あ る 。    1 2 3 4 5 
ど ん な こ と が あ っ て も 教 員 に な り た い と 思 っ て い る 。  1 2 3 4 5 
私 に ⾃ 分 が 理 想 と す る 恩 師 が い る 。   1 2 3 4 5 
私 は 理 想 と す る 教 員 像 を は っ き り も っ て い る 。   1 2 3 4 5 
私 は ⾃ 分 な り の 教 育 観 を も っ て い る 。  1 2 3 4 5 
教 員 に な っ た ら で き る だ け ⽣ 徒 と 触 れ 合 い た い 。  1 2 3 4 5 

 
質質 問問 項項 ⽬⽬ （（ ⾃⾃ 分分 ⾃⾃ ⾝⾝ のの 考考 ええ にに つつ いい てて ））    
新 し い ア イ デ イ ア や 計 画 を 思 い つ く と 以 前 の 計 画 か ら 関 ⼼ が そ が れ る 。  1 2 3 4 5 
私 は 困 難 が あ っ て も ⼼ は 折 れ な い 。  1 2 3 4 5 
い っ た ん ⽬ 標 を 決 め て か ら ， 後 に な っ て 別 の ⽬ 標 に  変 え る こ と が よ く あ る 。 1 2 3 4 5 
私 は 何 事 に 対 し て も 頑 張 り や で あ る 。  1 2 3 4 5 
終 わ る ま で に 何 ヶ ⽉ も か か る 計 画 に  ず っ と 興 味 を 持 ち 続 け る の は 難 し い 。  1 2 3 4 5 
始 め た こ と は 何 で あ れ や り 遂 げ る 。   1 2 3 4 5 
物 事 に 対 し て 夢 中 に な っ て も ，  し ば ら く す る と す ぐ に 飽 き て し ま う 。  1 2 3 4 5 
私 は が ん ば り や で あ る 。  1 2 3 4 5 
私 は 困 難 に め げ な い 。  1 2 3 4 5 
い っ た ん ⽬ 標 を 決 め て か ら ， 後 に な っ て 別 の ⽬ 標 に  変 え る こ と が よ く あ る 。 1 2 3 4 5 
知 能（ 先 天 的 な 本 来 の 頭 の 良 さ ）は ⼈ 間 の ⼟ 台 を な す も の で そ れ を 変 え る こ と
は ほ と ん ど 不 可 能 で あ る 。  

1 2 3 4 5 

新 し い こ と を 学 ぶ こ と は で き て も 知 能 そ の も の を 変 え る こ と は で き な い 。  1 2 3 4 5 
知 能 は 現 在 の レ ベ ル に も か か わ ら ず か な り 伸 ば す こ と が で き る 。  1 2 3 4 5 
知 能 は 伸 ば そ う と 思 え ば い つ で も か な り 伸 ば す こ と が で き る 。  1 2 3 4 5 
失 敗 し て つ ま ず い た と き 、 も っ と 頑 張 ろ う と 思 う 。  1 2 3 4 5 
私 の 能 ⼒ は あ る 程 度 決 ま っ て い る の で あ ま り 変 え る こ と が で き な い 。  1 2 3 4 5 
 ここここででのの 知知能能 はは先先天天的的 なな本本 来来のの頭頭のの 良良ささ 、、地地頭頭をを 意意味味 すするる。。   
  
⾃分⾃⾝の振 り返り  
＊現在、教員 になりたい気 持ちは 約    / 100％である。な ぜそのような 数字になった のか 
簡単に書いて ください。  
                                              
 
                                              
＊チェックリ ストに回答し て、気づいた ことを書いて ください。  
                                                
 
                                                                                           

1144..  私私のの能能⼒⼒ははああるる程程度度決決ままっってていいるるののででああままりり変変ええるるここととががででききなないい。 
・知能と対して差がない。(A4G2) 
・ここで「私の」とあるからそれ以外は他の⼈の能⼒だと思った。(A4G4) 
・知能と能⼒は何が違うのか。(A4G1, A3G2) 

N=4 

⾃⾃分分⾃⾃⾝⾝のの振振りり返返りり    
  ここのの問問診診票票にに回回答答ししたた現現時時点点でで教教員員ににななりりたたいい気気持持ちちをを％％でで表表すすととししたたらら    
約約＿＿＿＿＿＿＿＿％％ 
・なりたい気持ちと務まるかっていう気持ちで葛藤していて 50%。それ
を思い知らされた。(A4G2) 
・⼀般企業でもすっといいかなって思いがでてきたかな。ほんとは100%
のはずだったけれども 80%くらいになって。なんか必ずしも教師になら
なくてもいいのかなみたいのがちょっと今⾃分で実感している。 (A4G2) 
・なりたいというより、教員志望だからほぼなっている感じ。受ける前を
思い出して書いた。もう決まっている⽅々 はどのくらい頑張っていきたい
ですかみたいな感じだといい。(A4G3) 
・もともとのパーセンテージを書ける欄を設けてもよい。(A4G4) 
・このアンケートすることで別に結果をやっている⼈には知らせない。だ
からこのアンケートをやって⾃分で何％って書いて何か教員になる気な
くしちゃいそうだなと思った。(A4G4) 
・パーセンテージは結局よく書いてしまう。何かあぶりだされた気がす
る。(A3G1) 
・パーセンテージは 4 年⽣に聞いたら確定している。対象者による。
(W4G1) 
・100%以外考えられない。ここで 10%下げたらなれないような気にな
る。(A3G2) 
・強がって92%にした。アンケートやった後にマイナスの感情になった。
「ああちょっと向いていないかも」って思った。(A3G3) 
・先⽣っている仕事にあこがれを持ったのか先⽣に助けてもらったから
その⼈みたいになりたいのか。消防⼠に助けてもらったら消防⼠に憧れを
多分持つから、⾃分であれだからなりたいっていう気持ちは半々 。(A3G4) 
・⼀番最初はパーセンテージやって⼀番最後変わりましたかでよい。
(W3G3) 

 

⾃⾃分分⾃⾃⾝⾝のの振振りり返返りり    
チチェェッッククリリスストトにに回回答答ししてて、、現現時時点点のの⾃⾃分分ににつついいてて何何かか学学んんだだこことと（（気気づづいいたたこことと））
ははあありりまますすかか。。  
・具体的にどんなことを書いたら良いのかちょっと難しかった。(A4G1) 
・今までの過程を思い出せたのはよかった。(A4G3) 
・⾃分がどれだけ教員になりたいか再確認できた。(A4G4) 
・振り返りあるけど、何だろう。このアンケートの内容から⾃分に気付け
たことって、実はそんなにないんじゃないかなと思って。要は⾃分の考え
⽅って根本はまずあるわけじゃん。このアンケートがあるから変わると
か、そういうわけじゃなくて、⾃分の意⾒をただ書いただけだから、あん
まりこのアンケートを通じて気付けたことは少ないと。(W4G1) 
・教員になりたい⼈がもう１回こういう考えを改めて考えると⾃分⾒つ
めるんじゃないけど出来そうだなって思った。記述があってもいいのかな
って思った。このアンケートで⾃分は教員に不向きとか思わない。
(W4G2) 
・⾃⼰分析では⾃分の悪いところも⾒れた。アンケートの意味があった。 
(A3G2) 
・回答してよかったなと思えるアンケートになっていた。ふり返って「私
ってこういう傾向有るんだな」っていうのが整理できた。(A3G4) 
・これをやる前とやった後でそんな気持ち変わったかっていわれたらそ
うでもない。別にこれに答えたことで意欲が上がるわけではない。振り返
っただけだから学ぶも何もない気がする。チェックリストに答えた時間だ
けって考えるとそんなに⼈の気持ちって簡単に変わらない。 
(W3G3) 

N=8 

全全体体にに関関ししてて 
・⾃分は⼩学校教員志望だから関係ないかな。英語教師なのか⼩学校なのかそれ以外
なのかを答えさせてもよい。(A4G2) 
・教師になるかならないかがあってもよい。(A4G4) 
・表の部分はまあ解きやすい、読みやすい、分かりやすい⽂章だなと思って、さささ
と書けた。裏が結構難しい⾔葉だったり、何か抽象的なことが多くて。(W4G1) 
・⾃⼰分析って書いてあるけれども何か曖昧なまま終わっているからもうちょい何
か記述とか含めたほうがよい。(W4G1) 
・あなた⾃⾝のほうが否定、肯定がまじりあって分かりにくい。こういう研究がした
いんだろうなって感じる。(W4G2) 
・表は答えやすい。⽂教だからかわからないけれども、教育に結構⼒⼊れているか
ら、教員免許取得の意思があるとかもスパってあるって答えられる⼈が多いのでは。
(W4G3) 
・⾃分のこと（裏⾯）になると評価が低くなる。表⾯は意思って感じ、裏⾯は⾏動っ
て感じ(A3G2) 
・表は「教師に関する考え⽅」は⾃⼰評価⾼くて裏「⾃分⾃⾝について」になったら
低くなった。私教員になりたいと思って頑張ってきたの奇跡みたい。(A3G4) 
・渡辺3 年G3 うそつきじゃないけど、それをやろうとしているっていう裏の⽬的
みたいのがあるからこういうふうに⾔葉を変えてやっているのかな。(W3G3) 
・⾔葉のニュアンスで捉え⽅が違うので⾃⼰分析リストだったらそこはもっと分か
りやすいようにしないと⾃⼰分析っていう⽬的では使えない(W3G3) 
 
 

あなた⾃⾝についての問いに関して 
・性格診断やっているのかっていう感じだった。アンケートではなくて 
似ている質問に対して。結構似ている質問多い。(A4G2) 
・頑張り屋と⾔っても他の⼈との感じ⽅が違うかもしれないから「あなた⾃⾝につい
て」は低くめにつけている、またつけがちになるのでは。(A3G1) 
五五件件法法ににつついいてて 
・2,3,4の回答が多くなる。(A4G1) 
・わからない、答えずらいと3を選んだ。(A4G2,A3G3) 
・確実な場合以外1,5は選ばない。(W3G3) 

N=11 

記記名名ににつついいてて  
・成績に関係ありませんよと⾔われても英語とか教職のこととかを効か
れているので低くしたほうがよいと思ってしまう。（A3G1） 
・⾃分はこうかもしれないけれども、まあ３にしておくみたいな。（A3G1） 
・他の⼈からどう思われているのか気になる。（A3G1） 
・⾃分の名前を書くのが不安になった。匿名性がよかった。（A3G2） 
・名前を書くことに最初びっくりした。（A3G4） 

N=3 

回回答答欄欄ににつついいてて  
・回答欄とその質問がずれている。セットになっていないから。質問がこ
うでこれがこれみたいな⼿間。(A4G2, W4G1, A3G2) 
・表になっていてどこに書き込んでよいかは答えやすかった。(A4G3) 

N=4 

 
上記の表で太字はチェックリストの問いを表している。Nはグループでその項⽬について
⾔及されたかどうかの数字を表している。表の「全体に関して」からはアンケートの特定
の項⽬ではなく、学⽣達が⾔及した内容を⽰している。  
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教師の資質を探るための自己分析チェックリストの開発―Mindset 理論と Grit 理論を取り入れて―




